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StructUroU∩it M.R.0. Randomness LE.M.
a-SiO2 tetrahedron 0 .0 0
a-Pd79Ge21 trigonalPrism 0 0 0
a-Aけ7Cu13V10 icosahedron 0 0 0
q-Aけ7CU13V10 icosahedron 0+LRO 0(Ra∩domPhaso∩) 0
q-Al65CU20Ru15(R.0.) icosahedron 0+LRO A(Linea｢Phaso∩) ×
この表から言える事としてLE.Mが存在するには､M.R.0ガ存在するだけでは不十
分でM･R･0潤 に乱雑さが存在することが必要であり､M.R.0.程度の長さに相関運動が
拡がっていると考えられる｡ 誤解を恐れずに表現すれば､"低エネルギー励起モー ド
(LE･M･)は中距離秩序(M.R.0.)の間のすきまに存在する"と考えられる｡最後にこの結
論を支持する2つの実験結果を紹介する｡
1つはガラス転移点付近で安定に存在 し焼鈍処理によって密度の異なる非晶質相を
作成できるNi40Pd40P20合金ガラスについて我々が行なったⅠ.N.S.測定から､密度の約
3%の増加に伴い､LE.M.のピーク強度が約20-30%減少することが明かになっている｡
この結果は非晶質構造のなかに"すきま" (FrceVolumeと考えることも可能と考えら
れる)が減少することによりLE.M.が減少 したと考える事ができる｡
2つ目として､計算機実験によってLE.M.が再現され平均的な梢道と異なる部分に
局在化 して存在することが報告されている｡5)
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